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下総三山の七年祭り

九
社
が
寄
り
合
う
安
産
子
育
て
祈
願
の
大
祭
七
年
祭
り
が
未

年
の
今
年
執
り
行
わ
れ
る
。
丑
年
と
来
年
の
六
年
ご
と
、
数
え

で
七
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
そ
う
呼
ば
れ
る
。

ち
な
み
に
、
勇
壮
な
木
お
ろ
し
で
知
ら
れ
る
諏
訪
大
社
の
御

柱
祭
も
数
え
の
七
年
ご
と
で
、
寅
と
申
の
年
。
次
回
は
来
年
、

行
わ
れ
る
。
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▲9月 に小祭りを行い、11月 に神揃場から8社を迎え

る三宮神社。
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平成27年末年 下総ニユのセ卑秦り

Fコ
た

琵:
口羊め
神
社

娘

（八
千
代
市
高
津
）

明
応
元
年

（１
４
９
２
）
の
創
建
と
伝
え

ら
れ
る
ぃ
祭
神
は
、
多
岐
都
比
売
命

（た
ぎ

つ
ひ
め
の
み
こ
と
）
、
大
己
貴
尊

（お
お
な

む
ち
の
み
こ
と
）
、
本
花
之
開
耶
比
売
命

（こ

の
は
の
さ
く
や
ひ
め
の
み
こ
と
）、
北
斗
北

辰

（ほ
く
と
ほ
く
し
ん
）、
間
宮
庄
五
郎
源

高
秀

（ま
み
や
し
ょ
う
ご
ろ
う
み
な
も
と
の

た
か
ひ
で
）。
大
祭
で
は
二
宮
の
娘
を
務
め

る
。
未
婚
の
た
め
神
輿
に
安
産
の
印
で
あ
る

晒
を
巻
く
こ
と
を
し
な
い
。

時
平
神
社
　
長
男

（八
千
代
市
大
和
田
・
八
千
代
市
萱
田
町
）

氏
子
が
二
つ
の
地
区
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
に
時
平
神
社
が
あ
る
。
大
和
田
の
時
平
神

社
は
慶
長
５
年

（
１
６
１
０
）、
萱
田
町
の

時
平
神
社
は
元
和
元
年

（１
６
１
５
）
の
創

建
、
祭
神
は
藤
原
時
平
命
。
大
祭
の
際
は
二

宮
の
長
男
役
を
務
め
る
。
ま
た
、
大
和
田

（上

組
）
は
山
車
を
、
萱
田
町

（下
組
）
は
神
輿

を
受
け
持
つ
。

大
宮
大
原
神
社
　
叔
母

（習
志
野
市
実
籾
）

文
禄
元
年

（１
５
９
２
）
の
創
建
と
伝
え

ら
れ
る
。
も
と
は
大
原
神
社
と
よ
ば
れ
て
い

た
が
、
明
治
４‐
年

（１
９
０
８
）
に
実
籾
本

郷

に
あ

っ
た

大

宮

神

社

（
天

治

元

年

（ｌ
１
２
４
）
創
祀
）
を
合
祀
し
た
た
め
現

在
の
社
名
と
な
っ
た
。
祭
神
は
、
伊
井
諾
尊

（
い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と
）、
伊
井
喜
尊

（
い
ざ

な
み
の
み
こ
と
）。
大
祭
の
際
は
二
宮
の
叔

母
役
を
務
め
る
。

三
代
王
神
社
　
産
婆

（千
葉
市
花
見
川
区
武
石
町
）

建
仁
２
年

（１
２
０
２
）
に
明
神
神
社
と

し
て
創
祀
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
創
建

年
代
は
不
詳
で
あ
る
。
神
輿
は
天
保
年
間

（１
８
３
０
～
１
８
４
４
）
に
作
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
祭
神
は
、
天
種
子
命

（あ
ま
た

ね
の
み
こ
と
）。
大
祭
の
際
は
産
婆
役
を
務

め
、
翌
朝
の
磯
出
式
に
参
加
す
る
。

子
安
神
社
　
母

（千
葉
市
花
見
川
区
畑
町
）

延
暦
年
――ｌｌ

（
７
８
２
ヽ
８
０
６
　
の
ｆｌｌ‐
卸

と
伝
え
ら
れ
、
ま
た
、建
久

′―
午

・ｌ
１
９
３

子
守
神
社
　
子
守（千

葉
市
花
見
川
区
幕
張
町
）

建
久
５
年

（ｌ
１
９
４
）
の
創
建
と
伝
え

ら
れ
、
古
く
は
素
加
天
王
社

（す
が
て
ん
の
う

し
ゃ
）
と
称
さ
れ
た
。
永
正
５
年
（１
５
０
８
）、

現
在
地
に
奉
還
さ
れ
た
と
い
う
。
祭
神
は
、

奇
稲
田
姫
命

（く
し
な
だ
ひ
め
の
み
こ
と
）、

素
蓋
鳴
尊

（す
さ
の
お
の
み
こ
と
）、
大
己

貴
尊

（お
お
な
む
ち
の
み
こ
と
）
。
大
祭
で
は

子
守
役
を
務
め
る
。
祭
り
の
起
源
と
な
る
伝

承
の
安
産
の
地
に
あ
り
、
産
屋
の
神
事
で
あ

る
磯
出
式
で
は
会
場
と
神
事
を
取
り
仕
切
る
。

丑年と未年に行われる「T総三山の七年祭り」は船橋市 (2神社 )、 千

葉市 (3神社 )、 八千代市 (2神社)、 習志野市 (2神社)の4市 9神社が参

加する寄合祭りで丸 その起源は室町時代とも平安・鎌倉時代とも伝え

られ、平成16年に「千葉県指定無形民俗文化財」になっていま丸

小祭、大祭、磯出祭、花流しとつづく七年祭りを楽しむための平成27

年末年版ガイドで丸
取材協力/二宮神社

宮撃
神
社

父

（船
橋
市
三
山
）

弘
仁
年
間

（８
１
０
～
８
２
４
）
の
創
建

と
伝
え
ら
れ
る
。
祭
神
は
建
速
須
佐
之
男
命

（た
け
は
や
す
さ
の
お
の
み
こ
と
）、
櫛
稲
田

比
売
命

（く
し
な
だ
ひ
め
の
み
こ
と
）、
大

国
主
命

（お
お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と
）
、
藤

原
時
平

（ふ
じ
わ
ら
と
き
ひ
ら
）
命
、
大
雀

命

（お
お
さ
ざ
き
の
み
こ
と
Ｘ
誉
田
別
命

（ほ

ん
だ
わ
け
の
み
こ
と
）。
大
祭
で
の
役
割
は

父

（夫
）。
大
祭
の
年
の
９
月
に

一
社
で
小

祭
を
行
う
。

１０
月
３‐
日
、
Ｈ
月
１
日
、
２
日

の
大
祭
で
は
鷺
沼
で
政

（み
そ
ぎ
）
式
を
行

い
、
８
社
を
神
揃
場

（
か
み
そ
ろ
い
ば
）、

二
宮
神
社
に
迎
え
る
。
ま
た
、
翌
朝
の
磯
出

式

（
い
そ
で
し
き
）
に
参
加
す
る
。
社
殿
は

船
橋
市
指
定
有
形
文
化
財
、
神
楽
は
同
市
指

定
無
形
民
俗
文
化
財
。

菊
田
神
社
　
叔
父

（習
志
野
市
津
田
沼
）

弘
仁
年
間

（８
１
０
～
８
２
４
）
の
創
建

と
伝
え
ら
れ
る
。
古
く
は
久
々
田

（く
く
た
）

大
明
神
と
称
さ
れ
た
。
祭
神
は
、
大
国
主
命

（お
お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と
）、
藤
原
時
平
。

大
祭
の
際
に
は
二
宮
の
叔
父
役
を
務
め
、
神

揃
場

へ
の
入
場
や
二
宮
神
社

へ
の
昇
殿
参
拝

時
に
９
社
の
先
陣
を
切
る
。

八
王
子
神
社
　
末
子

（船
橋
市
古
和
釜
町
）

大
同
２
年

（８
０
７
）
の
創
建
と
伝
え
ら

れ
る
。
摂
津
国
八
王
子
神
社

（大
阪
市
東
成

区
）
が
総
本
社
と
さ
れ
る
。
祭
神
は
天
之
忍

穂
耳
命

（あ
ま
の
お
し
ほ
み
み
の
み
こ
と
）、

豊
受
姫
命

（と
よ
う
け
び
め
の
か
み
）、
天

照
大
神

（あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み
）、
倉

稲
魂
命

（う
か
の
み
た
ま
の
み
こ
と
）、
猿

田
彦
尊

（さ
る
た
ひ
こ
の
か
み
）。
９
社
の

中
で
最
も
北

（内
陸
）
に
位
置
し
、
大
祭
の

際
は
二
宮
の
末
っ
子
役
を
務
め
る
。

社 輿 に で 姫 の
に に 参 は 命 棟
昇 先 加 母 ⌒ 札
殿 立 す ⌒ く が
す つ る 妻 し 残

〇
藉 ∫ 覆 亮 尻
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下
総
三
山
の
七
年
祭
り
は

小
祭
、
大
祭
、
花
流
し
の
順
で

七
年
祭
り
は
９
月
に
行
わ
れ
る

「小
祭
」

に
始
ま
り
ま
す
。

小
祭
は
９
月
１２
日
の

「勢
揃
い
」
と
１３
日

の

「湯
立
祭

（ゆ
た
て
さ
い
ご
。

小
祭
は
二
宮
神
社
の
み
で
行
わ
れ
、
湯
立

祭
の
名
称
は
、
昔
、
湯
立
神
楽
で
神
が
か
り

し
た
神
職
が
大
祭
の
執
行
の
日
取
り
を
決
め

た
こ
と
に
よ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

湯
立
祭
前
日
の

「勢
揃
い
」
で
は
氏
子
た

ち
が
神
揃
場
に
集
ま
り
、
二
宮
神
社
に
向
か

い
昇
夫

（か
き
ふ
＝
神
輿
の
担
ぎ
手
）、
役

員
の
安
全
祈
願
を
し
ま
す
。

「湯
立
祭
」
は
山
車
や
榊
と
と
も
に
神
輿
が

一
日
か
け
て
三
山
町
内
を
練
り
歩
き
ま
す
。

神
興
を
担
ぐ
の
は
大
祭
で
裏
方
に
徹
す
る

三
山
の

「寅
待
会
」
で
す
。

こ
の
日
、
神
楽
殿
で
は

「
二
宮
神
社
の
神

楽
」
が
舞
わ
れ
、
町
内
を
渡
御
し
て
帰
っ
て

く
る

一
行
を
迎
え
ま
す
。

平
成
２７
年
大
祭

大
祭
は

楔
式

（み
そ
ぎ
し
き
）

１０
月
３‐
日

安
産
御
礼
人
祭
　
Ｈ
月
１
日

磯
出
祭
、
神
之
台
の
神
事
　
Ｈ
月
２
日

楔
式
は
各
神
社
か
ら
の

一
行
を
迎
え
る
た

め
に
、
三
山
の
人
た
ち
が
二
宮
神
社
か
ら
習

志
野
市
の
旧
鷺
沼
海
岸
に
あ
る
政
式
場
に
向

か
い
、
身
を
清
め
ま
す
。

安
産
御
礼
大
祭
は
、
無
事
出
産
で
き
た
こ

と
を
盛
大
に
祝
う
行
事

で
、
そ
れ
ぞ
れ

の

コ
ー
ス
を
渡
御
し
て
き
た
神
輿
が
神
揃
場
に

ず
ら
り
と
勢
揃
い
し
ま
す
。

神
揃
場
は
神
事

の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、

各
神
社
に
と

っ
て
は
神
輿
行
列
の
お
披
露
目

の
場
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
か
ら
二
宮
神
社

へ
向
か

っ
て
つ
ぎ

つ

ぎ
に
神
輿
が
担
ぎ
出
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

（渡
御
予
定
時
刻
は
下
の
表

コ
ー
ス
は
次
の
ペ
ー
ジ
に
）
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二
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出
発
時
刻
　
Ｈ
ＩＩＩＩ
　
　
一昇
殿
時
刻

12:30 15:10 14:50 14:30 14:10 13:50 13:30 13:10

将司悦央宅
12:50

三橋渡宅
15:40

三山博通宅
15:20

二宮神社着

13:30 17: 10 16:40 16 10 15:40 15: 10 14:40 14: 10 13:40 12:30

給水場
18:20

第一駐車場
17:30

第四駐車場
17:10

第四駐車場
16:40

第一駐車場
16:00

第四駐車場
19:00

第一駐車場
15:00

央町商店街
経由給水場
15:00

第一駐車場
13:30

帰
路
場
所

時
間



安産御礼大祭 H月 2日

神揃場から二宮神社までの

神興渡御コース

二宮神社

三
増
神
　

・
興
“
七
悧
Ｊ
一
静
は
七
曲
り
を
通
る

至京成大久保駅

平成 27年末年 鱚ニユOt

七
曲
り

神
揃
場
を
出
た
神
輿
行
列
は
旧
道
の
七
曲

り
を
通

っ
て
二
宮
神
社

へ
。
二
宮
神
社
の
神

輿
だ
け
は
東
側
の
路
地

へ
入
り
、
境
内
に
入

る
と
御
仮
屋
に
安
置
さ
れ
、
八
社
の
神
輿
の

昇
殿
を
見
守
り
ま
す
。

磯
出
祭

神
之
台
の
神
事

「磯
出
祭
」
は
安
全
を
祈
願
す
る
行
中
で
、

Ｈ
月
２
日
の
未
明
、
１
宮
神
社
、
ｒ
安
神
社
、

子
守
神
社
、
三
代
Ｉ
神
社
が
参
加
し
て
、
幕

張
ｌ
丁
目
の
磯
出
御
旅
所
で
行
わ
れ
ま
す
．

満
潮
の
時
刻
に
な
る
と
幼
い
男
女
が

ハ
マ

グ
リ
の
交
換
を
す
る

「産
屋

（う
ぶ
や
）
の

神
事
」
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
二
宮
神
社
の

神
輿
と
子
安
神
社
の
神
輿
が
別
れ
を
惜
し
む

「別
れ
の
儀
式
」
で
神
事
は
終
わ
り
ま
す
。

前
日
の
安
産
御
礼
大
祭
の
あ
と
に
安
産
祈

願
の
磯
出
祭
が
行
わ
れ
る
の
で

「三
山
の
祭

り
、
後
が
先
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

二
宮
神
社
の
神
輿
だ
け
は
そ
の
ま
ま
、
習

志
野
市
津
田
沼
の
神
之
台

へ
。
こ
こ
は
火
の

口
台
と
も
呼
ば
れ
、
市
原
の
姉
埼

（あ
ね
さ

き
）
神
社
に
向
け
て
祭
り
の
終
了
を
知
ら
せ

る
の
ろ
し
を
あ
げ
た
場
所
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

花
流
し

（花
回
し
）

参
加
し
た
九
社
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
く

ま
な
く
神
輿
渡
御
し
ま
す
。

二宮神社社殿

二宮神社

菊田神社

大宮大原神社

花兜川

渕

京成大久保駅

)木久保十字路


